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北
宋
蜀
學
の
孟
子
觀

陳

佑
眞

は
じ
め
に

眉
山
の
蘇
氏
父
子
、
す
な
わ
ち
蘇
洵
と
そ
の
二
子
、
蘇
軾
・
蘇
轍
と
は
一
般
に
三
蘇
と
竝
稱
さ
れ
、
北
宋
朝
廷
に
出
仕
し
つ
つ
獨
自
の

思
想
的
主
張
を
展
開
し
た
。
彼
ら
を
中
心
と
す
る
蜀
學
は
北
宋
の
學
術
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
後
世
に
も
多
大
な
影
響
を
與

え
た
。

彼
ら
の
思
想
を
分
析
す
る
た
め
の
切
り
口
と
し
て
は
、
政
策
、
詩
文
、
經
學
な
ど
樣
々
な
要
素
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
彼
ら
の

『
孟
子
』
に
對
す
る
態
度
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
北
宋
と
い
う
時
代
は
、『
孟
子
』
が
諸
子
の
書
か
ら
經
書
へ
と
そ
の
地
位
を
高
め

て
ゆ
く
、
所
謂
「
『
孟
子
』
昇
格
運
動
」
が
進
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
り

、『
孟
子
』
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
き
わ
め
て

(1)

重
要
な
問
題
と
し
て
士
大
夫
に
廣
く
共
有
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
諸
家
の
『
孟
子
』
に
關
す
る
説
は
、
南
宋
初
期
の
邵
博
『
聞
見
後
錄
』
卷
十
一
か
ら
十
三
に
か
け
て
集
め
ら
れ
て
い
る
。

當
時
、
士
大
夫
は
王
安
石
ら
に
代
表
さ
れ
る
尊
孟
派
と
、
司
馬
光
ら
に
代
表
さ
れ
る
非
孟
派
と
に
分
か
れ
て
爭
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
學
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術
的
議
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
分
に
政
治
的
な
色
彩
を
帶
び
て
い
た
。

邵
博
よ
り
や
や
遲
れ
る
と
思
わ
れ
る
余
允
文
は
『
尊
孟
辨
』
及
び
『
尊
孟
續
辨
』
を
著
し
、
後
漢
の
王
充
及
び
北
宋
か
ら
南
宋
初
期
に

か
け
て
の
諸
家
の
『
孟
子
』
批
判
を
收
集
し
、『
孟
子
』
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
激
烈
な
口
調
で
彼
ら
の
言
説
に
駁
論
を
加
え
た
。
余
允

文
が
取
り
上
げ
た
宋
代
人
は
、
揭
載
順
に
司
馬
光
・
李
覯
・
鄭
厚
・
蘇
軾
の
四
家
で
あ
り
、
彼
ら
が
當
時
『
孟
子
』
に
批
判
的
、
乃
至
懷

疑
的
な
知
識
人
の
代
表
格
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
余
氏
の
自
序
か
ら
看
取
さ
れ
る

。
(2)

こ
う
い
っ
た
『
孟
子
』
に
關
す
る
議
論
の
進
展
に
つ
い
て
、
近
藤
正
則
氏
は
三
段
階
に
分
け
て
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
り
、
明
快

で
あ
る
。

文
化
史
的
に
見
る
と
、
そ
の
第
一
段
階
は
、
宋
初
か
ら
北
宋
の
中
葉
前
半
あ
た
り
に
相
當
す
る
時
期
で
、
王
朝
創
業
後
の
文
敎
政
策

を
反
映
し
て
、
學
術
文
化
の
多
樣
化
が
進
む
社
會
情
勢
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
王
朝
の
交
替
に
よ
っ
て
散
亂
し
た

文
化
の
復
興
と
學
問
の
增
幅
の
時
代
で
あ
り
、
儒
家
の
古
典
の
み
な
ら
ず
、
樣
々
な
古
籍
や
思
想
家
に
光
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
第

二
の
段
階
は
、
こ
こ
に
扱
う
四
氏
（
引
用
者
注
：
李
覯
・
司
馬
光
・
蘇
軾
・
王
安
石
）
な
ど
が
活
躍
し
た
時
期
で
、
北
宋
の
中
葉
か

ら
北
宋
末
ご
ろ
に
相
當
す
る
。
前
代
の
後
を
う
け
た
學
術
の
精
選
と
深
化
の
段
階
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
次
は
、
北
宋
末
か
ら
宗
室

の
渡
南
以
後
に
及
ぶ
時
期
で
、
第
二
段
階
と
時
期
的
に
は
や
や
重
な
る
も
の
の
、
傳
統
の
上
に
新
し
い
學
風
が
構
築
さ
れ
る
段
階
で

あ
る

。
(3)

な
お
、
近
藤
氏
の
示
す
第
三
段
階
と
は
、「
い
わ
ゆ
る
洛
閩
學
派
な
り
湖
南
學
派
な
り
に
よ
る
、
孟
子
思
想
の
新
た
な
る
意
義
づ
け
の

時
代
で
あ
」
り
、
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
蘇
軾
ら
が
屬
す
る
第
二
段
階
は
、「
新
た
な
る
『
孟
子
』
硏
究
に
對
し
て
、
第
一
に
克
服
す
べ
き

諸
問
題
を
提
供
し
た
人
々
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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余
允
文
に
よ
っ
て
非
孟
派
の
代
表
格
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
蘇
軾
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
『
孟
子
』
觀
の
内
實
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
口
に
批
判
者
と
い
っ
て
も
現
實
に
は
樣
々
な
立
場
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
思
考
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
具

體
的
な
諸
要
素
へ
の
分
析
が
要
請
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
蘇
軾
に
彼
と
思
想
的
に
き
わ
め
て
密
接
な
關
係
に
あ
る
蘇
洵
・
蘇
轍
を
倂
せ
た
三

蘇
の
『
孟
子
』
に
對
す
る
見
方
を
分
析
し
、
そ
の
實
態
を
闡
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
節

三
蘇
の
『
孟
子
』
評
價

一

蘇
洵

蘇
洵
は
『
孟
子
』
批
判
の
重
要
人
物
・
李
覯
と
同
じ
眞
宗
の
大
中
祥
符
二
年
に
生
ま
れ
た
。
學
問
に
取
り
組
ん
だ
の
が
遲
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
師
弟
の
禮
を
と
っ
た
歐
陽
脩
と
ほ
ぼ
年
齡
差
が
な
く
、
蘇
洵
が
僅
か
二
歳
年
少
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
神
宗
朝
ま
で

活
動
し
て
新
法
黨
と
の
爭
い
で
主
導
的
地
位
を
擔
っ
た
歐
陽
脩
と
異
な
り
、
蘇
洵
は
そ
れ
に
先
立
つ
英
宗
の
治
平
三
年
、
濮
議
の
吹
き
荒

れ
る
中
歿
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
時
期
は
近
藤
氏
の
分
類
に
い
う
第
一
段
階
の
末
期
か
ら
第
二
段
階
の
初
期
に
相
當
す
る
。

蘇
洵
の
著
作
に
正
面
か
ら
孟
子
の
思
想
を
論
じ
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
彼
は
文
章
・
思
想
の
兩
面
か
ら
『
孟
子
』
を
高
く
評
價
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
そ
の
歐
陽
脩
に
與
え
た
書
簡
の
中
で
『
孟
子
』
に
觸
れ
、「
孟
子
之
文
，
語
約
而
意
盡
，
不
爲
巉
刻
斬
絶
之
言
，

而
其
鋒
不
可
犯

（
孟
子
の
文
、
語
は
約
に
し
て
意
は
盡
く
さ
れ
、
巉
刻
斬
絶
の
言
を
爲
さ
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
其
の
鋒
は
犯
す
可
か
ら

(4)

ず
）」
と
述
べ
た
。
こ
こ
は
上
古
以
來
の
文
章
家
を
擧
げ
て
評
價
を
下
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
ま
ず
孟
子
・
韓
愈
・
歐
陽
脩
の
三
名
が
擧
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げ
ら
れ
、「
此
三
者
，
皆
斷
然
自
爲
一
家
之
文
也
（
此
の
三
者
、
皆
斷
然
と
し
て
自
ら
一
家
の
文
を
爲
す
な
り
）」
と
す
る
。
な
お
、
蘇
洵

は
こ
の
後
、
李
翺
・
陸
贄
の
名
を
擧
げ
、
歐
陽
脩
と
共
通
點
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
直
接
の
優
劣
は
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と

も
こ
の
三
者
は
李
翺
・
陸
贄
よ
り
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
語
氣
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
蘇
洵
は
『
孟
子
』
に

つ
い
て
、
そ
の
文
章
に
着
目
し
て
論
じ
て
お
り
、
思
想
方
面
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

上
の
例
は
『
孟
子
』
の
文
章
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
蘇
洵
は
思
想
面
で
も
『
孟
子
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
嘉
祐
六

年
に
詔
を
受
け
て
編
纂
し
た
『
謚
法
』
を
見
て
み
た
い

。
蘇
洵
の
『
謚
法
』
は
、
劉
熙
ら
歷
代
の
學
者
が
作
成
し
た
も
の
を
基
礎
と
し

(5)

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
三
百
十
一
條
の
う
ち
、「
新
改
」
と
さ
れ
る
も
の
二
十
三
條
、「
新
補
」
と
さ
れ
る
も
の
十
七
條
が
存
在

す
る
。

こ
れ
ら
「
新
改
」「
新
補
」
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
う
ち
五
條
で
『
孟
子
』
の
言
葉
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
引
用
は
『
孟
子
』
が
最
も
多
く
、『
周
易
』
の
四
條
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
た
と
え
ば
、「
淸
」
と
い
う
謚
は
、「
避
遠
不
義
曰
淸
（
不

義
よ
り
避
遠
す
る
を
淸
と
曰
ふ
）」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
蘇
洵
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
を
加
え
て
い
る
。

新
改
。
伯
夷
與
其
鄕
人
立
，
其
冠
不
正
，
望
望
然
去
之
，
而
孟
子
以
爲
淸
，
故
云
。

新
改
。
伯
夷
其
の
鄕
人
と
立
つ
に
、
其
の
冠
正
し
か
ら
ず
、
望
望
然
と
し
て
之
れ
を
去
り
て
、
孟
子
以
て
淸
と
爲
す
、
故
に
云
ふ
。

こ
れ
は
『
孟
子
』
に
見
え
る
以
下
の
二
つ
の
記
述
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

孟
子
曰

：
伯
夷
非
其
君
不
事
，
非
其
友
不
友
，
不
立
於
惡
人
之
朝
，
不
與
惡
人
言
。
立
於
惡
人
之
朝
、
與
惡
人
言
，
如
以
朝
衣
朝
冠

坐
於
塗
炭
。
推
惡
惡
之
心
，
思
與
鄕
人
立
，
其
冠
不
正
，
望
望
然
去
之
，
若
將
浼
焉
。（
公
孫
丑
上
）

孟
子
曰
く
、
伯
夷
は
其
の
君
に
非
ざ
れ
ば
事
へ
ず
、
其
の
友
に
非
ざ
れ
ば
友
と
せ
ず
、
惡
人
の
朝
に
立
た
ず
、
惡
人
と

言

は
ず
。

も
の
い
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惡
人
の
朝
に
立
ち
、
惡
人
と
言
へ
ば
、
朝
衣
朝
冠
を
以
て
塗
炭
に
坐
す
る
が
如
し
。
惡
を
惡
む
の
心
を
推
し
、
鄕
人
と
立
た
ん
と
思

に
く

ふ
も
、
其
の
冠
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
望
望
然
と
し
て
之
れ
を
去
る
こ
と
將
に
浼
れ
ん
と
す
る
が
若
し
。

け
が

孟
子
曰

：

伯
夷
，
聖
之
淸
者
也
；
伊
尹
，
聖
之
任
者
也
；
柳
下
惠
，
聖
之
和
者
也
；
孔
子
，
聖
之
時
者
也
。
孔
子
之
謂
集
大
成
。（
萬

章
下
）

孟
子
曰
く
、
伯
夷
は
聖
の
淸
な
る
者
な
り
、
伊
尹
は
聖
の
任
な
る
者
な
り
、
柳
下
惠
は
聖
の
和
な
る
者
な
り
、
孔
子
は
聖
の
時
な
る

者
な
り
。
孔
子
を
之
れ
集
大
成
と
謂
ふ
。

こ
の
他
、「
新
改
」「
新
補
」
で
は
な
い
「
潔
」
に
つ
い
て
も
、
舊
説
で
は
善
謚
と
さ
れ
て
い
る
が
、
蘇
洵
は
『
孟
子
』
盡
心
下
「
不
屑

不
潔
之
士
」
を
根
據
に
惡
謚
に
改
め
て
い
る
。

一
體
、
謚
法
と
い
う
の
は
『
逸
周
書
』
な
ど
に
あ
る
よ
う
に

、
周
公
に
淵
源
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
制
禮
作
樂
」
と
結
び

(6)

つ
け
ら
れ
て
い
る
し
、
多
く
過
去
の
賢
愚
各
樣
の
人
物
を
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る
點
に
於
い
て
、
歷
史
學
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
各

謚
の
制
定
の
根
據
と
し
て
、
史
書
や
當
時
既
に
權
威
を
確
立
し
て
い
た
經
書
に
混
じ
っ
て
『
孟
子
』
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

思
想
史
上
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ら
書
簡
や
『
謚
法
』
の
例
は
、
蘇
洵
が
『
孟
子
』
を
深
く
學
び
、
文
章
・
思
想
の

兩
面
で
重
視
し
て
い
た
實
態
を
窺
見
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

二

蘇
軾

子
の
蘇
軾
と
な
る
と
、
一
般
的
に
『
孟
子
』
に
對
す
る
重
大
な
批
判
者
の
一
人
と
看
做
さ
れ
て
い
る
。
蘇
軾
に
は
『
孟
子
』
に
關
す
る

專
著
は
な
く
、
邵
博
や
余
允
文
が
引
用
す
る
蘇
軾
の
非
孟
説
と
い
う
の
は
い
ず
れ
も
そ
の
『
論
語
説
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
今
そ
の
説
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を
見
て
み
る
と
、
性
説
な
ど
の
問
題
で
『
孟
子
』
と
意
見
が
衝
突
す
る
面
が
あ
る
が
、
全
體
と
し
て
は
蘇
軾
が
『
孟
子
』
を
輕
視
し
て
い

た
よ
う
に
は
思
わ
れ
ず
、
彼
を
『
孟
子
』
批
判
の
領
袖
の
一
人
と
見
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
南
宋
以
降
の
評
者
の
偏
見
に
由
る
所

が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
盡
心
上
「
堯
舜
，
性
之
也
；
湯
武
，
身
之
也
；
五
霸
，
假
之
也
。
久
假
而
不
歸
，
惡
知
其
非
有
也
（
堯
舜
、
之
れ
を
性
と

す
る
な
り
。
湯
武
、
之
れ
を
身
に
つ
く
る
な
り
。
五
霸
、
之
れ
を
假
る
な
り
。
久
し
く
假
り
て
歸
さ
ざ
れ
ば
、
惡
く
ん
ぞ
其
の
有
に
非
ざ

い
づ

る
を
知
ら
ん
や
）」
に
對
し
て
蘇
軾
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

假
之
與
性
，
其
本
亦
異
矣
。
豈
論
其
歸
與
不
歸
哉
。
使
孔
子
視
之
，
不
終
日
而
決
，
不
待
三
月
也
。
何
不
知
之
有

。
(7)

之
れ
を
假
る
と
性
と
す
る
と
、
其
の
本
亦
た
異
な
れ
り
。
豈
に
其
の
歸
す
と
歸
さ
ざ
る
と
を
論
ぜ
ん
や
。
使
し
孔
子
之
れ
を
視
れ
ば
、

も

終
日
な
ら
ず
し
て
決
し
て
三
月
を
待
た
ざ
る
な
り
。
何
の
知
ら
ざ
る
か
之
れ
有
ら
ん
。

こ
れ
は
、
『
論
語
』
雍
也
篇
に
あ
る
「
子
曰

：

回
也
其
心
三
月
不
違
仁
。
其
餘
則
日
月
至
焉
而
已
矣
（
子
曰
く
、
回
や
其
の
心
三
月
に

し
て
仁
に
違
は
ず
。
其
の
餘
は
則
ち
日
月
焉
こ
に
至
る
の
み
、
と
）
」
を
解
釋
す
る
た
め
に
、
衞
靈
公
篇
「
子
曰

：

吾
之
於
人
也
，
誰
毀

こ

誰
譽
。
如
有
可
譽
者
，
其
有
所
試
矣
（
子
曰
く
、
吾
れ
の
人
に
於
け
る
や
、
誰
か
毀
り
誰
か
譽
め
ん
。
如
し
譽
む
可
き
者
有
れ
ば
、
其
れ

そ
し

試
み
る
所
有
り
）」
を
引
い
て
、
孔
子
が
他
人
の
仁
を
評
價
す
る
際
、
そ
れ
が
取
っ
て
付
け
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
確
認
を
重
視
し
た
、

と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
余
允
文
は
、「
不
謂
東
坡
之
學
識
而
爲
是
辨
也
（
謂
は
ざ
り
き
東
坡
の
學
識
に
し
て
是
の
辨
を
爲
す
や
）」
と
、
罵
倒
に

お
も

近
い
よ
う
な
反
應
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に
孟
子
の
言
葉
に
對
し
て
批
判
的
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
蘇
軾
の
主
眼
は
『
論
語
』
の
解
釋
に

在
り
、
ま
た
、
正
面
か
ら
孟
子
を
非
難
し
た
と
い
う
よ
り
は
、「
之
れ
を
假
る
」
と
い
う
表
現
を
『
孟
子
』
か
ら
引
く
こ
と
で
、『
論
語
』
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に
い
う
顏
回
と
餘
人
と
の
違
い
を
分
か
り
や
す
く
し
よ
う
と
し
た
と
も
と
れ
る
。
そ
も
そ
も
『
孟
子
』
の
こ
の
章
は
趙
岐
の
章
指
に
「
仁

在
性
體
，
其
次
假
借
。
用
而
不
已
，
實
何
以
易
。
在
其
勉
之
也
（
仁
は
性
と
し
體
す
る
に
在
り
、
其
の
次
は
假
借
す
。
用
ゐ
て
已
ま
ざ
れ

ば
、
實
に
何
を
以
て
か
易
へ
ん
。
其
の
之
れ
を
勉
む
る
に
在
る
な
り
）
」
と
あ
り
、
た
と
え
堯
舜
湯
武
の
よ
う
に
な
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
で
も
な
お
努
力
し
て
仁
を
行
う
べ
き
だ
、
と
勸
め
た
文
で
あ
る
と
一
般
に
解
釋
さ
れ
て
き
た
。
蘇
軾
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で

『
論
語
』
解
釋
の
た
め
に
『
孟
子
』
の
言
葉
を
導
入
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
余
允
文
も
そ
の
意
圖
な
ど
分
か
っ
た
上
で
非
孟
思
想
家
へ
の
攻

擊
と
し
て
蘇
軾
批
判
を
展
開
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
こ
こ
で
の
蘇
軾
の
目
的
が
『
孟
子
』
へ
の
批
判
に
あ
っ
た
と
ま
で
は
斷

じ
難
い
。

ま
た
、
蘇
軾
が
省
試
に
提
出
し
た
「
刑
賞
忠
厚
之
至
論

」
は
、
蘇
軾
の
文
學
者
と
し
て
の
出
世
作
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
が

(8)

審
査
さ
れ
た
際
の
梅
堯
臣
の
反
應
に
つ
い
て
、「
梅
聖
兪
作
考
官
，
得
其
刑
賞
忠
厚
之
至
論
，
以
爲
似
孟
子

（
梅
聖
兪
考
官
作
る
に
、
其

た

(9)

の
刑
賞
は
忠
厚
の
至
り
の
論
を
得
て
、
以
爲
へ
ら
く
、
孟
子
に
似
れ
り
、
と
）」
と
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
蘇
軾
が
『
孟
子
』
を
文
章
の
模

お

も

範
と
し
た
か
は
斷
定
し
か
ね
る
が
、
蘇
洵
に
よ
る
『
孟
子
』
の
文
章
へ
の
評
價
を
倂
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
幼
少
期
か
ら
の
『
孟
子
』

學
習
の
重
視
は
推
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う

。
(10)

な
お
、
蘇
軾
は
孟
子
が
孔
子
の
道
を
繼
承
し
た
と
す
る
、
韓
愈
の
道
統
の
説
に
つ
い
て
も
承
認
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
治
道
を
論
じ

て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

孔
子
、
孟
軻
惡
鄕
原
之
賊
夫
德
也
，
欲
得
狂
者
而
見
之
。
狂
者
又
不
可
見
，
欲
得
狷
者
而
見
之
，
曰

：

狂
者
進
取
，
狷
者
有
所
不
爲

也
。
今
日
之
患
，
惟
不
取
於
狂
者
、
狷
者
，
而
皆
取
於
鄕
原
，
是
以
若
此
靡
靡
不
立
也
。
孔
子
，
子
思
之
所
從
受
中
庸
者
也
。
孟
子
，

子
思
所
授
以
中
庸
者
也
。
然
皆
欲
得
狂
者
、
狷
者
而
與
之
。
然
則
，
淬
勵
天
下
而
作
其
怠
惰
，
莫
如
狂
者
、
狷
者
之
賢
也

。
(11)
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孔
子
、
孟
軻
の
鄕
原
の
夫
の
德
を

賊

ふ
を
惡
む
や
、
狂
者
を
得
て
之
れ
に
見
ゑ
ん
と
欲
す
。
狂
者
又
た
見
ゆ
可
か
ら
ざ
れ
ば
、
狷

そ
こ
な

ま
み

者
を
得
て
之
れ
に
見
ゑ
ん
と
欲
し
て
曰
く
、
狂
者
は
進
取
し
、
狷
者
は
爲
さ
ざ
る
所
有
る
な
り
、
と
。
今
日
の
患
、
惟
れ
狂
者
、
狷

者
に
取
ら
ず
し
て
、
皆
鄕
原
に
取
る
、
是
こ
以
て
此
く
の
若
く
靡
靡
と
し
て
立
た
ざ
る
な
り
。
孔
子
は
子
思
の
從
り
て
中
庸
を
受
く

よ

る
所
の
者
な
り
。
孟
子
は
子
思
の
授
く
る
に
中
庸
を
以
て
す
る
所
の
者
な
り
。
然
れ
ど
も
皆
狂
者
、
狷
者
を
得
て
之
れ
に
與
せ
ん
と

く
み

欲
す
。
然
れ
ば
則
ち
、
天
下
を
淬
勵
し
て
其
の
怠
惰
を
作
す
は
、
狂
者
、
狷
者
の
賢
に
如
く
莫
き
な
り
。

を
こ

し

な

こ
こ
で
蘇
軾
は
、「
鄕
原
」、
す
な
わ
ち
う
わ
べ
だ
け
を
取
り
繕
う
人
が
「
夫
の
德
を
賊
」
う
、
と
い
う
『
論
語
』
陽
貨
篇
・
『
孟
子
』

盡
心
下
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
言
葉
を
引
き
、
宋
代
に
於
い
て
も
そ
の
よ
う
な
人
こ
そ
が
問
題
で
あ
る
、
と
す
る
の
だ
が
、
こ
の
文
で
は
、

韓
愈
の
主
張
し
た
、
孔
子
か
ら
子
思
、
子
思
か
ら
孟
子
と
い
う
中
庸
の
授
受
を
直
截
的
な
表
現
で
承
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
孟
子
を
尊
崇
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
例
と
し
て
、
歐
陽
脩
の
文
集
の
た
め
に
著
し
た
序
文
に
注
目
し
た
い
。
蘇
軾
は
ま
ず
、
滕
文

公
下
で
孟
子
が
、
天
下
に
安
寧
を
も
た
ら
し
た
人
物
と
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
を
擧
げ
た
上
で
、「
我
亦
欲
正
人
心
，
息
邪
説
，
距
詖
行
，

放
淫
辭
，
以
承
三
聖
者
。
豈
好
辯
哉
，
予
不
得
已
也
（
我
れ
も
亦
た
人
心
を
正
し
、
邪
説
を
息
め
、
詖
行
を
距
ぎ
、
淫
辭
を
放
ち
、
以
て

ふ
せ

三
聖
者
を
承
が
ん
と
欲
す
。
豈
に
好
辯
な
ら
ん
や
、
予
れ
已
む
を
得
ざ
る
な
り
）」
と
、
自
ら
を
三
者
に
竝
べ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

言
論
に
よ
っ
て
世
を
正
し
た
こ
と
を
、
禹
が
治
水
に
よ
っ
て
民
を
物
理
的
に
救
っ
た
こ
と
と
同
列
に
扱
っ
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
對
す
る
蘇
軾
の
答
え
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

自
春
秋
作
而
亂
臣
賊
子
懼
，
孟
子
之
言
行
而
楊
墨
之
道
廢
，
天
下
以
爲
是
固
然
，
而
不
知
其
功
。
…
…
使
楊
墨
得
志
於
天
下
，
其
禍

豈
減
於
申
韓
哉
。
由
此
言
之
，
雖
以
孟
子
配
禹
可
也

。
(12)

春
秋
作
り
て
自
り
亂
臣
賊
子
懼
れ
、
孟
子
の
言
行
は
れ
て
よ
り
楊
墨
の
道
廢
せ
ら
る
、
天
下
は
是
れ
固
よ
り
然
り
と
以
爲
ひ
て
、
其

を
こ

も
と

お

も
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の
功
を
知
ら
ず
。
…
…
使
し
楊
墨
志
を
天
下
に
得
れ
ば
、
其
の
禍
豈
に
申
韓
に
減
ぜ
ん
や
。
此
れ
に
由
り
て
之
れ
を
言
へ
ば
、
孟
子

も

を
以
て
禹
に
配
す
と
雖
も
可
な
り
。

全
文
を
通
し
て
の
主
眼
は
歐
陽
脩
の
顯
彰
に
あ
る
と
は
い
え
、
民
を
物
理
的
に
救
っ
た
禹
の
功
績
と
孟
子
の
言
論
に
よ
る
功
績
と
は
竝

稱
さ
れ
て
良
い
の
だ
、
と
ま
で
述
べ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い

。
(13)

槪
し
て
、
蘇
軾
は
、『
孟
子
』
の
個
別
の
論
點
に
對
す
る
反
對
は
あ
る
が
、
同
時
に
全
體
と
し
て
は
孟
子
を
孔
子
の
道
を
繼
ぐ
者
と
し

て
承
認
し
、
ま
た
、
重
視
し
て
い
る
。
對
立
す
る
個
別
の
論
點
に
は
、
主
に
性
論
・
王
霸
論
・
武
王
聖
人
論
が
あ
り

、
と
り
わ
け
性
論

(14)

に
つ
い
て
、
蘇
軾
が
性
無
善
無
不
善
と
呼
ぶ
べ
き
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
性
善
を
唱
え
る
孟
子
と
ど
う
し
て
も
相
容
れ
な
い

。
(15)

こ
れ
ら
思
想
上
の
個
別
の
論
點
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
な
も
の
の
、
少
な
く
と
も
蘇
軾
の
『
孟
子
』
に
對
す
る
態
度
は
、

「
孟
荀
氏
之
道
，
槩
諸
孔
子
，
其
隘
甚
矣

（
孟
荀
氏
の
道
、
諸
れ
を
孔
子
に
槩
す
る
に
、
其
の
隘
た
る
や
甚
だ
し
）」
と
述
べ
た
司
馬
光

こ

(16)

や
、「
孟
軻
非
賢
人

（
孟
軻
は
賢
人
に
非
ず
）」
と
斷
じ
た
鄭
厚
ら
と
同
日
に
語
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
蘇
軾
を
單
純
な
『
孟
子
』
へ

(17)

の
反
對
者
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

三

蘇
轍

蘇
轍
は
『
孟
子
』
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
嘉
祐
五
年
、
蘇
轍
が
時
の
中
書
舍
人
・
楊
畋
の
引
き
立
て
を
受
け
、
楊
畋

や
翰
林
學
士
・
呉
奎
ら
に
提
出
し
た
「
上
兩
制
諸
公
書
」
で
は
自
身
の
學
問
遍
歷
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

。
(18)

昔
者
轍
之
始
學
也
，
得
一
書
，
伏
而
讀
之
，
不
求
其
博
，
而
惟
其
書
之
知
。
求
之
而
莫
得
，
則
反
覆
而
思
之
，
至
於
終
日
而
莫
見
，

而
後
退
而
求
其
得
。
何
者
。
懼
其
入
於
心
之
易
，
而
守
之
不
堅
也
。
及
既
長
，
乃
觀
百
家
之
書
。
從
橫
顚
倒
，
可
喜
可
愕
，
無
所
不
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讀
，
泛
然
無
所
適
從
。
蓋
晚
而
讀
孟
子
，
而
後
遍
觀
乎
百
家
而
不
亂
也

。
(19)

昔
者
轍
の
始
め
て
學
ぶ
や
、
一
書
を
得
て
伏
し
て
之
れ
を
讀
む
に
、
其
の
博
き
を
求
め
ず
し
て
惟
だ
其
の
書
の
み
之
れ
知
る
。
之
れ

む

か

し

を
求
め
て
得
る
莫
く
ん
ば
、
則
ち
反
覆
し
て
之
れ
を
思
ひ
、
終
日
に
至
り
て
見
る
莫
く
、
而
る
後
退
き
て
其
の
得
る
を
求
む
。
何
ぞ

や
。
其
の
心
に
入
る
の
易
く
し
て
、
之
れ
を
守
る
こ
と
の
堅
か
ら
ざ
る
を
懼
る
れ
ば
な
り
。
既
に
長
ず
る
に
及
び
、
乃
ち
百
家
の
書

を
觀
る
。
從
橫
顚
倒
し
て
喜
ぶ
可
く

愕

く
可
く
、
讀
ま
ざ
る
所
無
き
も
、
泛
然
と
し
て
適
從
す
る
所
無
し
。
蓋
し
晚
に
し
て
孟
子

お
ど
ろ

を
讀
み
、
而
る
後
遍
く
百
家
を
觀
る
も
亂
れ
ざ
る
な
り
。

こ
の
自
述
に
於
け
る
蘇
轍
の
主
張
は
、
諸
子
の
雜
説
を
學
ん
で
は
い
け
な
い
、
と
い
う
世
の
主
張
に
反
對
し
て
、
廣
く
書
物
を
學
ん
で

是
非
を
適
切
に
辨
別
す
べ
き
だ
、
と
す
る
點
に
あ
っ
た
。『
論
語
』
衞
靈
公
篇
に
見
ら
れ
る
、「
思
」
は
「
學
」
に
及
ば
な
い
、
と
い
う
構

造
を
持
ち
込
み
、
一
書
に
固
執
す
る
こ
と
を
「
思
」、
中
心
と
な
る
柱
を
も
ち
な
が
ら
廣
く
諸
家
の
説
を
讀
む
こ
と
を
「
學
」
に
當
て
は

め
て
い
る
。
蘇
轍
が
そ
の
諸
説
辨
別
の
柱
に
据
え
た
の
は
『
孟
子
』
の
書
で
あ
り
、
ま
た
、
諸
子
の
樣
々
な
説
に
廣
く
通
じ
て
そ
れ
を
辨

別
し
た
人
物
と
し
て
指
針
と
す
る
の
は
ま
さ
に
孟
子
と
い
う
人
で
あ
っ
た
。
蘇
轍
は
續
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
轍
山
林
之
匹
夫
，
其
才
術
技
藝
，
無
以
大
過
於
中
人
，
而
何
敢
自
附
於
孟
子
。
然
其
所
以
汎
觀
天
下
之
異
説
、
三
代
以
來
興
亡
治

亂
之
際
，
而
皎
然
其
有
以
折
之
者
，
蓋
其
學
出
於
孟
子
而
不
可
誣
也
。

今
轍
は
山
林
の
匹
夫
に
し
て
、
其
の
才
術
技
藝
は
以
て
大
い
に
中
人
を
過
ぐ
る
無
け
れ
ば
、
何
ぞ
敢
へ
て
自
ら
孟
子
に
附
せ
ん
や
。

然
れ
ど
も
其
の
汎
ね
く
天
下
の
異
説
、
三
代
以
來
興
亡
治
亂
の
際
を
觀
て
、
皎
然
と
し
て
其
の
以
て
之
れ
を
折
す
る
有
る
所
以
の
者

あ
ま

は
、
蓋
し
其
の
學
孟
子
に
出
で
て
誣
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

蘇
轍
の
こ
の
よ
う
な
孟
子
へ
の
見
方
は
、『
孟
子
解
』
の
中
に
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
孟
子
が
諸
子
の
言
論
上
の
問
題
點
で
あ
る
「
詖
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辭
」「
淫
辭
」「
邪
辭
」「
遁
辭
」
に
つ
い
て
述
べ
た
、
公
孫
丑
上
に
見
ら
れ
る
「
知
言
」
の
議
論
に
つ
い
て
、
蘇
轍
は
以
下
の
よ
う
に
孟

子
の
言
葉
を
解
説
し
て
い
る
。

何
謂
也
。
曰

：

是
諸
子
之
病
也
。
孟
子
之
於
諸
子
，
非
辯
過
之
，
知
其
病
而
已
。
…
…
彼
其
爲
是
險
詖
之
辭
者
，
必
有
以
蔽
之
而
不

能
自
達
也
。
爲
是
淫
放
之
辭
者
，
必
有
以
陷
之
而
不
能
自
出
也
。
爲
是
邪
辟
之
辭
者
，
必
有
以
附
之
而
不
能
自
解
也
。
苟
能
知
之
，

發
其
蔽
，
平
其
陷
，
解
其
離
，
未
有
不
服
者
也
。
不
服
則
遁
，
遁
必
有
所
窮
。
要
之
，
於
所
窮
而
執
之
，
此
孟
子
之
所
以
服
諸
子
也

。
(20)何

の
謂
ひ
ぞ
や
。
曰
く
、
是
れ
諸
子
の
病
な
り
。
孟
子
の
諸
子
に
於
け
る
、
辯
の
之
れ
に
過
ぐ
る
に
非
ず
、
其
の
病
を
知
る
の
み
。

…
…
彼
の
其
の
是
の
險
詖
の
辭
を
爲
す
者
、
必
ず
や
以
て
之
れ
を
蔽
ひ
て
自
ら
達
す
る
能
は
ざ
る
有
る
な
り
。
是
の
淫
放
の
辭
を
爲

す
者
、
必
ず
や
以
て
之
れ
を
陷
れ
て
自
ら
出
づ
る
能
は
ざ
る
有
る
な
り
。
是
の
邪
辟
の
辭
を
爲
す
者
、
必
ず
や
以
て
之
れ
に
附
し
て

自
ら
解
く
能
は
ざ
る
有
る
な
り
。
苟
も
能
く
之
れ
を
知
り
て
、
其
の
蔽
を
發
し
、
其
の
陷
を
平
ら
げ
、
其
の
離
を
解
け
ば
、
未
だ
服

せ
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
服
せ
ず
ん
ば
則
ち
遁
る
、
遁
る
れ
ば
必
ず
や
窮
す
る
所
有
り
。
之
れ
を
要
す
る
に
、
窮
す
る
所
に
於
い

の
が

て
之
れ
を
執
る
、
此
れ
孟
子
の
諸
子
を
服
せ
し
む
る
所
以
な
り
。

實
は
こ
の
部
分
の
「
詖
」「
淫
」「
邪
」「
遁
」
に
つ
い
て
、
趙
岐
章
句
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

孟
子
曰

：

人
有
險
詖
之
言
，
引
事
以
襃
人
。
若
賓
孟
言
雄
雞
自
斷
其
尾
之
事
，
能
知
其
欲
以
譽
子
朝
、
蔽
子
猛
也
；
有
淫
美
不
信
之

辭
，
若
麗
姫
勸
晉
獻
公
與
申
生
政
，
能
知
其
欲
以
陷
害
之
也
；
有
邪
辟
不
正
之
辭
，
若
竪
牛
勸
仲
壬
賜
環
之
事
，
能
知
其
欲
行
譖
毀

以
離
之
於
叔
孫
也
；
有
隱
遁
之
辭
，
若
秦
客
之
廋
辭
於
朝
，
能
知
其
欲
以
窮
晉
諸
大
夫
也
。
若
此
四
者
之
類
，
我
聞
能
知
其
所
趨
者

也
。



- 68 -

孟
子
曰
く
、
人
に
險
詖
の
言
有
る
は
、
事
を
引
き
て
以
て
人
を
襃
む
。
若
へ
ば
賓
孟
の
雄
雞
自
ら
其
の
尾
を
斷
つ
の
事
を
言
へ
ば
、

た
と

能
く
其
の
以
て
子
朝
を
譽
め
て
子
猛
を
蔽
は
ん
と
欲
す
る
を
知
る
な
り
。
淫
美
不
信
の
辭
有
る
は
、
若
へ
ば
麗
姫
の
晉
の
獻
公
に
申

生
に
政
を
與
へ
ん
こ
と
を
勸
む
れ
ば
、
能
く
其
の
以
て
之
れ
を
陷
害
せ
ん
と
欲
す
る
を
知
る
な
り
。
邪
辟
不
正
の
辭
有
る
は
、
若
へ

ば
竪
牛
の
仲
壬
に
賜
環
の
事
を
勸
む
れ
ば
、
能
く
其
の
譖
毀
を
行
ひ
て
以
て
之
れ
を
叔
孫
よ
り
離
さ
ん
と
欲
す
る
を
知
る
な
り
。
隱

遁
の
辭
有
る
は
、
若
へ
ば
秦
客
の
朝
に
廋
辭
す
れ
ば
、
能
く
其
の
以
て
晉
の
諸
大
夫
を
窮
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
を
知
る
な
り
。
此
の

四
者
の
類
の
若
き
は
、
我
れ
聞
き
て
能
く
其
の
趨
く
所
の
者
を
知
る
な
り
、
と
。

趙
岐
が
擧
げ
た
例
は
、
賓
孟
は
昭
公
二
十
二
年
『
左
傳
』、
驪
姫
は
『
國
語
』
晉
語
一
、
竪
牛
は
昭
公
四
年
『
左
傳
』、
秦
客
は
『
國
語
』

晉
語
五
に
そ
れ
ぞ
れ
根
據
を
も
つ
が
、
い
ず
れ
も
諸
子
百
家
の
辯
論
術
の
話
で
は
な
い
。
蘇
轍
は
從
來
の
讀
み
か
ら
離
れ
、
こ
の
孟
子
の

言
葉
に
、
諸
子
の
言
論
を
辨
じ
て
屈
服
さ
せ
る
、
と
い
う
自
身
の
も
つ
孟
子
像
を
投
影
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
三
蘇
は
い
ず
れ
も
基
本
的
に
『
孟
子
』
を
よ
く
學
び
、
文
學
・
思
想
の
兩
面
に
於
い
て
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
。

余
允
文
『
尊
孟
辨
』
の
よ
う
な
書
物
に
於
い
て
は
、
蘇
軾
の
『
孟
子
』
に
批
判
的
な
個
別
の
論
點
を
引
い
て
非
孟
派
の
代
表
格
で
あ
る

か
の
よ
う
に
扱
う
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
余
允
文
が
非
孟
思
想
家
と
孟
子
と
の
思
想
の
差
違
を
顯
在
化
さ
せ
て
優
劣
を
議
論
す
る
と
い
う

そ
の
書
物
の
性
質
上
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
確
か
に
相
違
點
も
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
こ
だ
け
に
目
を
向
け
る
の
で

は
な
く
よ
り
廣
い
視
野
か
ら
思
想
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
蘇
軾
を
單
純
に
非
孟
派
に
分
類
す
る
見
方
が
再
檢
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。
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第
二
節

蘇
轍
の
『
孟
子
』
尊
崇
の
内
實

一

北
宋
に
於
け
る
孔
孟
一
致
論
の
展
開

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
蘇
洵
は
『
孟
子
』
か
ら
文
學
・
思
想
兩
面
に
亘
る
影
響
を
受
け
て
お
り
、
蘇
軾
は
孟
子
を
孔
子
の
道
を
繼
ぐ
者

と
し
て
承
認
し
、
ま
た
、
禹
や
孔
子
に
竝
ぶ
功
績
を
も
つ
者
と
し
て
賞
贊
し
て
い
た
。
ま
た
、
蘇
轍
に
於
い
て
孟
子
は
諸
子
の
雜
説
を
辨

じ
屈
服
さ
せ
る
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
變
重
視
さ
れ
て
い
た
。

本
節
で
は
、
三
蘇
の
う
ち
、『
孟
子
』
に
關
す
る
專
著
『
孟
子
解
』
を
有
し
、
最
も
多
く
孟
子
に
つ
い
て
發
言
し
た
蘇
轍
の
著
述
に
卽

し
て
、
そ
の
具
體
的
な
『
孟
子
』
評
價
を
分
析
し
た
い
。
そ
の
際
、
特
に
注
目
し
た
い
問
題
が
、
孔
子
と
孟
子
と
の
關
係
を
蘇
轍
が
ど
う

考
え
た
の
か
、
と
い
う
點
で
あ
る
。

本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
宋
と
い
う
時
代
は
『
孟
子
』
に
關
す
る
樣
々
な
議
論
が
生
じ
、『
孟
子
』
昇
格
運
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
時
代
だ
っ
た
が
、
王
安
石
ら
に
代
表
さ
れ
る
尊
孟
派
の
思
想
家
た
ち
が
『
孟
子
』
の
地
位
を
高
め
る
た
め
に
用
い
た
主
要
な
論
理
は
、

孔
子
と
孟
子
と
の
思
想
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
孟
子
』
の
書
は
經
書
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
論
法
を
福
谷
彬
氏
は
「
孔
孟
一
致
論
」
と
名
づ
け
、
そ
れ
が
漢
代
か
ら
朱
熹
に
ま
で
繫
が
る
重
要
な
思
想
史
上
の
問
題

で
あ
る
と
し
た

。
(21)

福
谷
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
孟
子
自
身
が
自
身
を
孔
子
の
正
統
な
後
繼
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
自
負
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
、
『
孟
子
』
の
重
要
性
を
主
張
す
る
際
に
、
孟
子
は
聖
人
た
る
孔
子
と
一
致
す
る
主
張
を
も
つ
が
ゆ
え
に
尊
い
、
と
い
う
論
理
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が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
孟
子
以
後
の
人
々
が
そ
の
顯
彰
を
行
う
際
、
孔
孟
の
一
致
と
い
う
問
題
意

識
を
常
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
一
つ
の
思
想
的
潮
流
と
し
て
扱
う
視
座
を
提
供
し
た
點
に
於
い
て
福
谷
氏
の
論
考
は
重
要
な

意
味
を
も
つ
。

孔
子
と
一
致
す
る
も
の
は
尊
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
北
宋
の
士
大
夫
た
ち
も
儒
家
を
標
榜
す
る
以
上
、
ま
ず
否
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
無
論
、
孔
子
と
の
關
係
な
ど
無
視
し
て
、
孟
子
の
個
別
の
主
張
に
つ
き
そ
の
是
非
を
論
ず
る
言
説
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
の

だ
が
、
北
宋
と
い
う
時
代
に
在
っ
て
は
、
孔
子
と
孟
子
と
の
關
係
を
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
、『
孟
子
』
を
評
價
す
る
際
の
一

つ
の
重
要
な
切
り
口
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

蘇
轍
の
孔
孟
一
致
の
主
張

孔
孟
の
一
致
・
不
一
致
と
い
う
角
度
か
ら
蘇
轍
の
著
述
を
見
た
時
、
そ
の
中
に
『
孟
子
』
に
基
づ
い
て
『
論
語
』
を
解
釋
す
る
例
が
存

在
す
る
こ
と
に
氣
づ
く
。「
禮
義
信
足
以
成
德
論
」
及
び
「
藏
書
室
記
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

嘉
祐
六
年
、
二
十
三
歳
の
蘇
轍
が
制
科
に
應
じ
て
著
し
た
「
禮
義
信
足
以
成
德
論

」
は
、『
論
語
』
へ
の
疑
念
を
解
決
す
る
の
に
『
孟

(22)

子
』
を
利
用
す
る
。

今
夫
樊
遲
欲
爲
農
圃
以
富
民
，
而
孔
子
答
之
以
禮
義
信
也
，
天
下
疑
之
，
而
愚
以
爲
不
然
。
若
觀
於
孟
子
而
求
其
所
以
辨
許
行
之
説
，

則
夫
農
圃
之
事
，
乃
有
可
以
禮
義
致
而
可
以
信
取
之
道
。
何
者
。
許
子
欲
使
君
臣
竝
耕
，
饔
飱
而
治
，
此
豈
非
樊
子
所
願
學
者
哉
。

而
孟
子
答
之
以
堯
舜
無
所
用
心
於
耕
稼
。
堯
以
不
得
舜
爲
憂
，
舜
以
不
得
禹
爲
憂
。
堯
得
舜
，
舜
得
禹
，
而
禮
義
流
行
，
忠
信
洋
溢
，

則
天
下
之
民
，
將
不
勸
之
耕
而
自
爲
耕
，
不
督
之
圃
而
自
爲
圃
，
而
何
致
於
身
服
農
圃
之
勞
，
而
憂
農
圃
之
憂
哉

。
(23)
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今
夫
れ
樊
遲
の
農
圃
を
爲
め
て
以
て
民
を
富
ま
し
め
ん
こ
と
を
欲
す
る
に
、
孔
子
之
れ
に
答
ふ
る
に
禮
義
信
を
以
て
す
る
や
、
天
下

を
さ

之
れ
を
疑
ふ
も
、
而
れ
ど
も
愚
は
以
て
然
ら
ず
と
爲
す
。
若
し
孟
子
に
觀
て
其
の
許
行
を
辨
ず
る
所
以
の
説
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
夫

の
農
圃
の
事
、
乃
ち
禮
義
を
以
て
致
す
可
く
し
て
信
を
以
て
取
る
可
き
の
道
有
り
。
何
ぞ
や
。
許
子
の
君
臣
を
し
て
竝
び
耕
し
、
饔

飱
し
て
治
め
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、
此
れ
豈
に
樊
子
の
學
ば
ん
こ
と
を
願
ふ
所
の
者
に
非
ず
や
。
而
れ
ど
も
孟
子
之
れ
に
答
ふ
る
に

堯
舜
に
心
を
耕
稼
に
用
ゐ
る
所
無
き
を
以
て
す
。
堯
は
舜
を
得
ざ
る
を
以
て
憂
ひ
と
爲
し
、
舜
は
禹
を
得
ざ
る
を
以
て
憂
ひ
と
爲
す
。

堯
の
舜
を
得
、
舜
の
禹
を
得
、
而
し
て
禮
義
流
行
し
、
忠
信
洋
溢
す
れ
ば
、
則
ち
天
下
の
民
、
將
に
之
れ
に
耕
を
勸
め
ず
し
て
自
ら

耕
を
爲
し
、
之
れ
が
圃
を
督
ず
し
て
自
ら
圃
を
爲
す
、
何
ぞ
身
づ
か
ら
農
圃
の
勞
に
服
し
て
農
圃
の
憂
を
憂
ふ
を
致
さ
ん
や
。

み

こ
れ
は
制
科
に
『
論
語
』
子
路
篇
「
樊
遲
請
學
稼
」
の
一
節
の
集
解
に
引
く
包
咸
注
「
禮
義
與
信
，
足
以
成
德
，
何
用
學
稼
敎
民
乎
（
禮

義
と
信
と
、
以
て
德
を
成
す
足
る
、
何
ぞ
稼
を
學
び
て
民
に
敎
ふ
る
を
用
ゐ
ん
か
）」
が
出
題
さ
れ
た
際
の
蘇
轍
の
答
案
で
あ
る

。
(24)

農
業
を
學
ぶ
こ
と
で
民
を
豐
か
に
し
た
い
と
願
う
門
人
・
樊
遲
に
對
し
て
、
爲
政
者
は
自
ら
耕
す
の
で
は
な
く
禮
・
義
・
信
を
好
む
こ

と
で
民
を
感
化
す
べ
き
だ
と
孔
子
は
考
え
、
樊
遲
を
「
小
人
」
で
あ
る
、
と
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
蘇
轍
は
、
一
見
正
當
な
も
の
に
思
わ

れ
る
樊
遲
の
願
い
を
孔
子
が
斥
け
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、「
天
下
之
れ
を
疑
ふ
」
と
、
問
題
を
設
定
す
る
。

『
論
語
』
中
の
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
蘇
轍
は
、『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
見
え
る
孟
子
と
農
家
の
許
行
と
の
對
話
を
引
き
合
い

に
出
し
た
。
身
分
の
高
下
を
問
わ
ず
平
等
に
農
業
生
產
に
從
事
す
る
こ
と
で
統
治
を
行
う
こ
と
を
目
指
す
農
家
の
主
張
に
對
し
、
孟
子
は

堯
舜
が
禮
義
・
忠
信
に
よ
っ
て
民
を
感
化
し
、
自
ら
は
農
業
生
產
に
從
事
し
な
か
っ
た
、
と
述
べ
、
統
治
に
於
け
る
君
主
と
民
衆
と
の
閒

の
役
割
の
區
別
を
強
調
す
る
こ
と
で
農
家
の
主
張
を
斥
け
て
い
る
。
孟
子
の
主
張
を
『
論
語
』
に
導
入
す
る
こ
と
で
蘇
轍
が
問
題
の
解
決

を
圖
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
る
。
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も
う
一
つ
の
例
で
あ
る
「
藏
書
室
記
」
は
、
徽
宗
の
大
觀
元
年

、
新
法
黨
政
權
下
潁
川
に
隱
棲
し
て
い
た
蘇
轍
が
、
蘇
洵
か
ら
受
け

(25)

繼
い
だ
書
物
を
保
管
し
て
い
る
部
屋
の
こ
と
に
觸
れ
、
そ
こ
か
ら
蘇
洵
の
敎
え
を
回
想
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
索
を
展
開
し
た
文
章
で
あ

る
。
そ
の
中
に
、『
論
語
』
に
對
す
る
疑
問
を
蘇
轍
が
投
げ
か
け
る
場
面
が
あ
る
。

子
路
之
於
孔
氏
，
有
兼
人
之
才
，
而
不
安
於
學
。
嘗
謂
孔
子

：
有
民
人
社
稷
，
何
必
讀
書
然
後
爲
學
。
孔
子
非
之
曰

：

汝
聞
六
言
大

蔽
矣
乎
。
好
仁
不
好
學
，
其
蔽
也
愚
；
好
智
不
好
學
，
其
蔽
也
蕩
；
好
信
不
好
學
，
其
蔽
也
賊
；
好
直
不
好
學
，
其
蔽
也
絞
；
好
勇

不
好
學
，
其
蔽
也
亂
；
好
剛
不
好
學
，
其
蔽
也
狂
。
凡
學
而
不
讀
書
者
，
皆
子
路
也
。
信
其
所
好
，
而
不
知
古
人
之
成
敗
與
所
遇
之

可
否
，
未
有
不
爲
病
者
。
雖
然
，
孔
子
嘗
語
子
貢
矣
，
曰

：

賜
也
，
汝
以
予
爲
多
學
而
識
之
者
歟
。
曰

：

然
。
非
歟
。
曰

：

非
也
。

予
一
以
貫
之
。
一
以
貫
之
，
非
多
學
之
所
能
致
，
則
子
路
之
不
讀
書
，
未
可
非
耶
。
曰

：

非
此
之
謂
也
。
老
子
曰

：

爲
學
日
益
，
爲

道
日
損
。
以
日
益
之
學
求
日
損
之
道
，
而
後
一
以
貫
之
者
可
得
而
見
也
。
孟
子
論
學
道
之
要
曰

：

必
有
事
焉
，
而
勿
正
，
心
勿
忘
，

勿
助
長
也
。
心
勿
忘
，
則
莫
如
學
；
必
有
事
，
則
莫
如
讀
書
。
朝
夕
從
事
於
詩
書
，
待
其
久
而
自
得
，
則
勿
忘
勿
助
之
謂
也
。
譬
之

稼
穡
，
以
爲
無
益
而
捨
之
，
則
不
耘
苗
者
也
；
助
之
長
，
則
揠
苗
者
也
。
以
孔
孟
之
説
考
之
，
乃
得
先
君
之
遺
意

。
(26)

子
路
の
孔
氏
に
於
け
る
や
、
兼
人
の
才
有
る
も
、
而
れ
ど
も
學
に
安
ん
ぜ
ず
。
嘗
て
孔
子
に
謂
へ
ら
く
、
民
人
社
稷
有
り
、
何
ぞ
必

ず
し
も
書
を
讀
み
て
然
る
後
學
べ
り
と
爲
さ
ん
、
と
。
孔
子
之
れ
を
非
と
し
て
曰
く
、
汝
六
言
の
大
蔽
を
聞
く
か
。
仁
を
好
み
て
學

を
好
ま
ず
、
其
の
蔽
や
愚
。
智
を
好
み
て
學
を
好
ま
ず
、
其
の
蔽
や
蕩
。
信
を
好
み
て
學
を
好
ま
ず
、
其
の
蔽
や
賊
。
直
を
好
み
て

學
を
好
ま
ず
、
其
の
蔽
や
絞
。
勇
を
好
み
て
學
を
好
ま
ず
、
其
の
蔽
や
亂
。
剛
を
好
み
て
學
を
好
ま
ず
、
其
の
蔽
や
狂
、
と
。
凡
そ

學
び
て
書
を
讀
ま
ざ
る
者
は
、
皆
子
路
な
り
。
其
の
好
む
所
を
信
じ
て
、
古
人
の
成
敗
と
遇
す
る
所
の
可
否
と
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
未

だ
病
と
爲
さ
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
孔
子
嘗
て
子
貢
に
語
げ
り
、
曰
く
、
賜
や
、
汝
予
れ
を
以
て
多
學
し
て
之
れ

つ
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を
識
る
者
と
爲
す
か
、
と
。
曰
く
、
然
り
。
非
な
る
か
、
と
。
曰
く
、
非
な
り
。
予
れ
一
以
て
之
れ
を
貫
く
、
と
。
一
以
て
之
れ
を

貫
く
は
、
多
學
の
能
く
致
す
所
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
子
路
の
書
を
讀
ま
ざ
る
こ
と
、
未
だ
非
と
す
可
か
ら
ざ
る
や
。
曰
く
、
此
の
謂

ひ
に
非
ざ
る
な
り
。
老
子
曰
く
、
學
を
爲
せ
ば
日
び
益
し
、
道
を
爲
せ
ば
日
び
損
す
、
と
。
日
益
の
學
を
以
て
日
損
の
道
を
求
め
、

而
る
後
一
以
て
之
れ
を
貫
く
な
る
者
得
て
見
る
可
き
な
り
。
孟
子
學
道
の
要
を
論
じ
て
曰
く
、
必
ず
事
と
す
る
有
り
て
、
正
す
勿
く
、

心
に
忘
る
る
勿
く
、
助
長
す
る
勿
き
な
り
、
と
。
心
に
忘
る
る
勿
き
は
、
則
ち
學
に
如
く
莫
し
。
必
ず
事
と
す
る
有
る
は
、
則
ち
書

を
讀
む
に
如
く
莫
し
。
朝
夕
詩
書
に
從
事
し
、
其
の
久
し
く
し
て
自
得
す
る
を
待
つ
は
、
則
ち
忘
る
る
勿
く
助
く
る
勿
き
の
謂
ひ
な

り
。
之
れ
を
稼
穡
に
譬
ふ
る
に
、
以
て
益
無
し
と
爲
し
て
之
れ
を
捨
つ
る
は
、
則
ち
苗
を

耘

ら
ざ
る
者
な
り
。
之
れ
を
助
け
て
長

く
さ
ぎ

ぜ
し
む
る
は
、
則
ち
苗
を
揠
く
者
な
り
。
孔
孟
の
説
を
以
て
之
れ
を
考
へ
、
乃
ち
先
君
の
遺
意
を
得
。

こ
こ
で
蘇
轍
は
、『
論
語
』
先
進
篇
に
あ
る
子
路
の
言
葉
、「
何
ぞ
必
ず
し
も
書
を
讀
み
て
然
る
後
學
べ
り
と
爲
さ
ん
」
を
引
き
、
同
陽

貨
篇
で
孔
子
が
子
路
を
窘
め
た
言
葉
を
そ
の
返
答
に
當
て
る
。
こ
の
二
篇
で
孔
子
は
、
學
問
を
す
る
な
ら
ば
書
物
を
讀
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
っ
た
。
だ
が
、
同
衞
靈
公
篇
で
は
、
孔
子
は
子
貢
に
對
し
て
、
自
分
は
「
多
學
し
て
之
れ
を
識
る
者
」
で
は
な
い
、
と
す
る
。

「
多
學
の
能
く
致
す
所
」
で
な
い
、
と
い
う
の
は
、
書
物
な
ど
讀
ん
で
も
無
駄
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ら
ば
子
路

は
何
故
讀
書
し
な
い
こ
と
で
叱
ら
れ
た
の
か
。
孔
子
の
言
葉
が
も
つ
こ
の
二
つ
の
方
向
性
は
、
互
い
に
對
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
蘇
轍
の
疑
問
で
あ
り
、
そ
の
自
問
へ
の
答
え
は
、『
老
子
』
と
『
孟
子
』
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

『
老
子
』
四
十
八
章
の
こ
の
部
分
は
難
解
だ
が
、
蘇
轍
の
注
釋
の
大
意
は
以
下
の
通
り

。
多
く
の
こ
と
を
學
ぼ
う
と
し
て
も
「
一
以

(27)

て
之
れ
を
貫
く
」
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
旦
道
を
知
れ
ば
萬
物
す
べ
て
が
虛
妄
で
あ
る
こ
と
に
氣
づ
く
が
、
虛
妄
を
取
り

去
っ
て
本
性
に
復
歸
し
よ
う
と
し
て
も
本
性
な
ど
實
は
ど
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
虛
妄
を
取
り
去
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
虛
妄
を
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取
り
去
ろ
う
と
す
る
心
は
依
然
存
在
す
る
。
そ
の
心
を
も
取
り
去
っ
た
の
が
聖
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘇
轍
の
性
論
に
關
す
る
き
わ
め
て
重

要
な
部
分
な
の
だ
が
、
と
ま
れ
、「
藏
書
室
記
」
の
文
脈
に
戾
る
と
、
最
後
に
「
孔
孟
の
説
を
以
て
之
れ
を
考
」
え
る
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
孔
子
の
複
數
の
言
辭
が
相
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
よ
り
具
體
的
な
鍵
を
、
蘇
轍
は
『
孟
子
』

に
求
め
た
ら
し
い
。

蘇
轍
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
見
ら
れ
る
有
名
な
「
助
長
」
の
故
事
を
引
き
、『
孟
子
』
の
「
心
に
忘
る
る
勿
き
」
、「
必
ず
や
事
と

す
る
有
り
」
、「
忘
る
る
勿
く
助
く
る
勿
し
」
は
、
學
問
を
修
め
、
讀
書
す
る
の
だ
が
、「
助
長
」
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
孔
子
の
學
問
觀
を
説
明
し
て
い
る
の
だ
、
と
し
て
い
る

。
(28)

以
上
の
二
例
に
就
い
て
見
て
み
る
と
、「
禮
義
信
足
以
成
德
論
」
の
骨
子
は
、
孟
子
が
こ
れ
こ
れ
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
か
ら
、『
論

語
』
の
孔
子
の
言
葉
は
同
樣
に
理
解
で
き
て
疑
う
に
足
り
な
い
、
と
す
る
點
に
あ
る
。「
藏
書
室
記
」
に
於
い
て
も
そ
の
方
向
性
は
共
通

し
て
お
り
、『
論
語
』
に
示
さ
れ
た
孔
子
の
學
問
觀
と
は
、
孟
子
が
主
張
し
た
も
の
の
通
り
で
あ
る
、
と
す
る
。

尊
孟
派
の
唱
え
る
孔
孟
一
致
論
は
孔
子
と
孟
子
と
の
思
想
の
一
致
を
根
據
と
し
て
『
孟
子
』
の
地
位
向
上
、
具
體
的
に
は
子
部
か
ら
經

部
へ
の
昇
格
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
下
で
は
、『
孟
子
』
の
内
容
が
『
論
語
』
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
す
る

行
爲
は
、
孔
子
の
道
が
孟
子
に
よ
っ
て
繼
承
さ
れ
た
、
と
い
う
韓
愈
以
來
の
道
統
觀
を
具
體
例
に
據
っ
て
檢
證
す
る
作
業
で
あ
る
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
蘇
轍
の
こ
れ
ら
の
作
品
に
見
え
る
、
孔
子
の
眞
意
が
『
孟
子
』
に
よ
り
確
認
で
き
る
、
と
い
う
主

張
は
、
少
な
く
と
も
『
論
語
』・
『
孟
子
』
の
該
當
部
分
に
つ
い
て
は
孔
孟
一
致
論
を
支
持
す
る
言
説
で
あ
る
か
に
映
る
。

三

蘇
轍
に
よ
る
孔
孟
一
致
論
へ
の
言
及
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上
文
で
は
、
蘇
轍
が
『
論
語
』
の
解
釋
を
述
べ
た
文
の
中
に
、
少
數
な
が
ら
孔
孟
一
致
論
を
支
持
す
る
か
の
よ
う
な
主
張
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
蘇
轍
は
孔
孟
の
一
致
を
全
面
的
に
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
著
述
の
中
に
は
孔
子
と
孟
子
と
の

思
想
の
差
違
を
強
調
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
文
集
に
殘
る
策
問
と
『
古
史
』
の
論
贊
と
を
取
り
上
げ
た
い
。

宣
仁
太
后
に
よ
る
垂
簾
聽
政
、
所
謂
元
祐
更
化
期
、
中
央
政
治
に
復
歸
し
た
蘇
轍
は
元
祐
三
年
、
次
の
策
問
を
作
成
し
た

。
(29)

問

：

孔
子
稱
顏
子
簟
食
瓢
飮
，
不
改
其
樂
，
一
時
門
弟
子
莫
及
之
者
，
而
韓
子
以
此
爲
哲
人
之
細
事
。
子
路
稱
千
乘
之
國
，
師
旅
饑

饉
之
餘
，
可
使
有
勇
而
知
方
。
孔
子
目
之
以
政
事
，
不
以
仁
許
之
，
而
孟
子
以
爲
賢
於
管
仲
。
孟
子
、
韓
子
之
言
，
果
得
孔
子
之
意

矣
乎

。
(30)

問
ふ
。
孔
子
稱
す
ら
く
、
顏
子
は
簟
食
瓢
飮
し
て
其
の
樂
し
み
を
改
め
ず
、
一
時
の
門
弟
子
之
れ
に
及
ぶ
者
莫
し
、
と
。
而
れ
ど
も

韓
子
此
れ
を
以
て
哲
人
の
細
事
と
爲
す
。
子
路
稱
す
ら
く
、
千
乘
の
國
、
師
旅
饑
饉
の
餘
、
勇
有
り
て
方
を
知
ら
し
む
可
し
、
と
。

み
ち

孔
子
之
れ
を
目
す
る
に
政
事
を
以
て
し
、
仁
を
以
て
之
れ
を
許
さ
ず
。
而
れ
ど
も
孟
子
以
爲
へ
ら
く
管
仲
に
賢
れ
り
、
と
。
孟
子
、

ま
さ

韓
子
の
言
、
果
た
し
て
孔
子
の
意
を
得
る
か
。

こ
こ
で
は
、
顏
回
の
安
貧
を
韓
愈
が
重
要
視
し
な
か
っ
た
こ
と

、
孔
子
は
子
路
を
仁
と
い
え
な
い
、
と
し
た
の
に
對
し
て
孟
子
は
こ

(31)

れ
を
管
仲
よ
り
も
立
派
だ
と
し
た
こ
と
の
二
點
を
擧
げ

、
彼
ら
が
「
果
た
し
て
孔
子
の
意
を
得
」
て
い
た
の
か
を
問
題
と
す
る
。

(32)

ま
た
、
他
條
で
は
同
樣
に
管
仲
と
子
路
と
の
賢
愚
に
關
す
る
孔
孟
の
判
斷
を
論
じ
、
そ
の
思
想
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
よ
り
直
截
的
な

表
現
で
説
く
。

問

：
學
者
皆
宗
孔
孟
，
今
考
之
於
書
，
猶
有
異
同
之
説
，
姑
論
其
一
二
。
孔
子
之
於
管
仲
，
雖
以
爲
小
器
，
而
許
其
九
合
之
仁
。
其

於
子
路
，
雖
稱
其
有
折
獄
之
明
，
無
緼
袍
之
恥
，
而
知
其
不
得
其
死
。
至
於
孟
子
，
則
高
子
路
，
下
管
仲
。
孔
子
之
於
伯
夷
、
叔
齊
，
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以
爲
古
之
賢
人
，
稱
柳
下
惠
言
中
倫
，
行
中
慮
，
而
譏
其
降
志
辱
身
。
至
於
孟
子
，
則
皆
以
爲
聖
人
。
然
則
，
學
者
今
將
從
孔
子
歟
，

從
孟
子
歟
，
其
明
言
之
。

問
ふ
。
學
ぶ
者
皆
孔
孟
を
宗
と
す
、
今
之
れ
を
書
に
考
ふ
る
に
、
猶
ほ
異
同
の
説
有
り
、
姑
ら
く
其
の
一
二
を
論
ぜ
ん
。
孔
子
の
管

仲
に
於
け
る
、
以
て
小
器
と
爲
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
の
九
合
の
仁
を
許
す
。
其
の
子
路
に
於
け
る
や
、
其
の
折
獄
の
明
有
り
て

緼
袍
の
恥
無
き
を
稱
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
の
其
の
死
を
得
ざ
る
を
知
る
。
孟
子
に
至
り
て
は
、
則
ち
子
路
を
高
し
と
し
、
管
仲

を
下
し
と
す
。
孔
子
の
伯
夷
、
叔
齊
に
於
け
る
、
以
て
古
の
賢
人
と
爲
し
、
柳
下
惠
の
言
の
倫
に
中
り
て
行
の
慮
に
中
る
を
稱
す
る

ひ
く

あ
た

も
、
而
れ
ど
も
其
の
志
を
降
ろ
し
て
身
を
辱
む
る
を
譏
る
。
孟
子
に
至
り
て
は
、
則
ち
皆
以
て
聖
人
と
爲
す
。
然
れ
ば
則
ち
、
學
ぶ

者
今
將
た
孔
子
に
從
ふ
か
、
孟
子
に
從
ふ
か
、
其
れ
之
れ
を
明
言
せ
よ
。

は

こ
こ
で
ま
ず
蘇
轍
は
、
學
問
を
す
る
者
が
皆
「
孔
孟
」
を
竝
べ
仰
ぐ
風
潮
を
取
り
上
げ
、
孔
子
と
孟
子
と
の
閒
に
は
相
違
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
。
そ
し
て
、
管
仲
と
子
路
と
へ
の
評
價
、
ま
た
、
伯
夷
、
叔
齊
、
柳
下
惠
へ
の
評
價
が
孔
子
と
孟
子
と
の
閒
で
一

致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
孔
子
に
從
う
の
か
孟
子
に
從
う
の
か
明
言
せ
よ
、
と
、
二
者
擇
一
を
迫
っ
て
い
る
。

管
仲
・
子
路
な
ど
の
人
物
の
優
劣
に
關
す
る
孔
孟
閒
の
評
價
の
分
岐
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
蘇
轍
の
他
の
著
述
に
も
見
ら
れ
る
。『
古

史
』
は
元
豐
七
年
頃
大
略
が
成
り
、
紹
聖
二
年
に
成
立
し
た
史
書
だ
が

、
柳
下
惠
傳
の
論
贊
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(33)

至
孟
子
，
始
謂
伊
尹
、
伯
夷
、
柳
下
惠
皆
古
之
聖
人
，
與
孔
子
異
，
而
世
俗
又
從
而
廣
其
説
曰

：

此
三
人
者
，
皆
聖
人
之
趨
時
者
也
。

伊
尹
之
後
，
士
多
進
而
寡
退
，
故
伯
夷
出
而
矯
之
；
伯
夷
之
後
，
士
多
退
而
寡
進
，
故
柳
下
惠
出
而
矯
之
。
夫
三
代
之
風
，
今
世
不

得
見
矣
。
而
春
秋
之
際
，
士
方
以
功
利
爲
急
，
孰
謂
其
多
退
而
寡
進
也
哉
。
此
皆
妄
意
古
人
耳
。
湯
之
稱
伊
尹
曰

：

聿
求
元
聖
，
與

之
戮
力
，
以
與
爾
有
衆
請
命
。
伊
尹
之
自
稱
亦
曰

：

維
尹
躬
曁
湯
咸
有
一
德
，
克
享
天
心
，
受
天
明
命
，
以
有
九
有
之
師
。
及
孔
子



- 77 -

敍
書
，
皆
不
以
爲
過
。
謂
之
聖
人
，
或
庶
幾
焉
。
如
伯
夷
、
柳
下
惠
，
吾
從
孔
子
而
已

。
(34)

孟
子
に
至
り
、
始
め
て
伊
尹
、
伯
夷
、
柳
下
惠
は
皆
古
の
聖
人
な
り
と
謂
ひ
、
孔
子
と
異
な
る
も
、
世
俗
又
從
り
て
其
の
説
を
廣
め

て
曰
く
、
此
の
三
人
は
、
皆
聖
人
の
時
に
趨
る
者
な
り
。
伊
尹
の
後
、
士
進
む
多
く
し
て
退
く
寡
し
、
故
に
伯
夷
出
で
て
之
れ
を
矯た

む
。
伯
夷
の
後
、
士
退
く
多
く
し
て
進
む
寡
し
、
故
に
柳
下
惠
出
で
て
之
れ
を
矯
む
、
と
。
夫
れ
三
代
の
風
、
今
世
見
る
を
得
ず
。

而
れ
ど
も
春
秋
の
際
、
士
方
に
功
利
を
以
て
急
と
爲
せ
ば
、
孰
れ
か
其
れ
退
く
多
く
し
て
進
む
寡
し
と
謂
は
ん
や
。
此
れ
皆
妄
り
に

古
人
を
意
ふ
の
み
。
湯
の
伊
尹
を
稱
し
て
曰
く
、
聿
に
元
聖
を
求
め
、
之
れ
と
力
を
戮
く
し
、
以
て
爾
有
衆
の
請
命
に
與
す
、
と
。

お
も

つ
ひ

つ

く
み

伊
尹
の
自
ら
稱
す
る
も
亦
た
曰
く
、
維
れ
尹
躬
曁
び
湯
咸
一
德
有
り
、
克
く
天
心
に
享
た
り
、
天
の
明
命
を
受
け
、
以
て
九
有
の
師

あ

有
り
、
と
。
孔
子
の
書
を
敍
す
る
に
及
び
、
皆
以
て
過
ぎ
た
り
と
爲
さ
ず
。
之
れ
を
聖
人
と
謂
ふ
も
、
或
い
は
焉
れ
に
庶
幾
か
ら
ん
。

こ

ち

か

伯
夷
、
柳
下
惠
の
如
き
は
、
吾
れ
孔
子
に
從
ふ
の
み
。

蘇
轍
は
、
孟
子
が
伊
尹
・
伯
夷
・
柳
下
惠
は
い
ず
れ
も
聖
人
で
あ
る
、
と
し
て
孔
子
に
異
論
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

、『
尚
書
』

(35)

湯
誥
や
咸
有
一
德
の
語
に
基
づ
き
、
伊
尹
は
聖
人
と
し
て
も
ま
あ
構
わ
な
い
、
と
述
べ
た
上
で
、
伯
夷
・
柳
下
惠
に
つ
い
て
は
孔
子
の
判

斷
に
從
う
、
と
宣
言
す
る
。
こ
こ
で
蘇
轍
は
孟
子
の
主
張
に
贊
同
し
て
「
其
の
説
を
廣
め
」
た
者
の
説
を
擧
げ
て
批
判
す
る
の
だ
が
、
引

か
れ
て
い
る
の
は
王
安
石
の
語
で
あ
り
、『
臨
川
先
生
文
集
』
卷
六
十
四
・
論
議
・
三
聖
人
に
見
え
る
。

王
安
石
の
こ
の
主
張
は
後
に
楊
時
や
そ
の
門
人
・
胡
寅
が
批
判
し
て
い
る
が

、
そ
の
論
旨
は
蘇
轍
と
槪
ね
共
通
し
て
お
り
、
蘇
轍
の

(36)

主
張
が
か
な
り
反
響
を
呼
ん
だ
樣
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
南
宋
の
陳
善
も
、「
蘇
子
由
獨
以
爲
不
然
（
蘇
子
由
獨
り
以
て
然

ら
ず
と
爲
す
）」
と
し
て
こ
の
『
古
史
』
の
論
贊
を
引
い
た
上
で
王
安
石
批
判
を
展
開
し
て
い
る

。
(37)

蘇
轍
の
こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
、
蘇
轍
は
孔
孟
閒
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
孔
子
と
孟
子
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と
の
思
想
が
完
全
に
一
致
し
て
い
て
一
切
の
相
違
が
な
い
、
と
考
え
る
人
閒
は
む
し
ろ
ご
く
一
部
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
き
わ
め
て
公
的

な
文
書
で
あ
る
策
問
や
、
自
ら
著
し
た
史
書
の
論
贊
に
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
る
こ
と
は
蘇
轍
に
於
い
て
こ
の
問
題
が
重
大
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
策
問
の
「
學
ぶ
者
皆
孔
孟
を
宗
と
す
、
今
之
れ
を
書
に
考
ふ
る
に
、
猶
ほ
異
同
の
説
有
り
」
と
い
う
語
に
は
、

無
批
判
な
孔
孟
一
致
の
主
張
、
そ
れ
に
よ
る
手
放
し
の
孟
子
禮
讚
に
對
す
る
問
題
意
識
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

從
來
、
蘇
軾
は
非
孟
派
の
代
表
格
の
一
人
に
數
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
蘇
軾
の
み
な
ら
ず
三
蘇
の
學
術
は
文
學
・
思
想
兩
面
で
『
孟

子
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
そ
の
著
述
で
孟
子
尊
崇
に
近
い
發
言
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
彼
ら
の
思

想
の
根
底
に
『
孟
子
』
に
由
來
す
る
要
素
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
こ
と
を
本
稿
は
確
認
し
た
。

と
り
わ
け
蘇
轍
に
於
い
て
は
、
そ
の
作
品
の
中
に
、
孔
子
の
思
想
を
孟
子
の
言
葉
に
基
づ
い
て
解
釋
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
含
ま
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
孟
子
尊
崇
の
方
向
性
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
北
宋
時
代
の
一
つ
の
思
潮
と
し
て
、『
孟
子
』
昇
格
運
動

が
あ
り
、『
孟
子
』
に
經
書
と
同
等
の
地
位
を
與
え
よ
う
と
す
る
尊
孟
派
の
思
想
家
た
ち
は
、
そ
の
孟
子
の
地
位
向
上
戰
術
の
基
本
的
な

論
理
に
孔
孟
一
致
論
を
据
え
た
。
蘇
轍
の
作
品
に
見
ら
れ
る
、『
孟
子
』
に
據
っ
て
『
論
語
』
を
解
釋
す
る
考
え
方
は
、
孔
孟
一
致
論
が

孟
子
の
重
要
性
を
論
證
す
る
過
程
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
蘇
轍
の
著
述
の
中
に
は
孔
子
と
孟
子
と
の
思
想
の
不
一
致
を
殊
更
に
取
り
上
げ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
自
身
が
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孟
子
の
立
場
を
と
ら
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る

。
蘇
轍
は
幼
少
期
か
ら
『
孟
子
』
を
重
視
す
る
父
の
影
響
を
受
け
て
よ
く
『
孟
子
』

(38)

を
學
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
蘇
轍
を
全
く
の
尊
孟
思
想
家
と
見
る
こ
と
も
や
は
り
難
し
い
。

三
蘇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
『
孟
子
』
に
ま
つ
わ
る
主
張
を
見
る
に
、
彼
ら
は
『
孟
子
』
の
内
容
を
全
面
的
に
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

對
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
論
點
を
繞
っ
て
『
孟
子
』
に
批
判
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
實
際
に
は
彼
ら
は

文
章
や
思
想
の
兩
面
に
於
い
て
『
孟
子
』
を
深
く
學
ん
で
お
り
、
基
本
的
に
『
孟
子
』
を
非
常
に
高
く
評
價
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

余
允
文
が
蘇
軾
を
非
孟
派
の
代
表
の
一
人
と
し
て
扱
っ
た
り
、
朱
熹
が
「
雜
學
辨
」
の
冒
頭
に
蘇
軾
を
擧
げ
て
糾
彈
し
た
り
し
た
最
大

の
要
因
の
一
つ
に
、
蘇
軾
が
性
善
説
を
承
認
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
性
論
は
と
り
わ
け
宋
代
の
思
想
家
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な

分
野
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
が
蘇
軾
の
著
述
か
ら
性
善
説
へ
の
異
論
を
取
り
上
げ
て
、
非
孟
派
で
あ
る
、
と
分
類
す
る
こ
と
は
當
然
の
成

り
行
き
で
あ
っ
た
。
朱
熹
と
政
治
的
に
對
立
し
つ
つ
尊
孟
思
想
を
展
開
し
た
南
宋
の
唐
仲
友
も
ま
た
、
揚
雄
や
韓
愈
が
孟
子
を
襃
め
讚
え

た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
性
論
の
一
點
に
於
い
て
異
論
を
唱
え
た
こ
と
を
激
し
く
非
難
し
て
い
る

。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
宋
代
人

(39)

の
思
想
上
の
枠
組
は
、
そ
れ
自
體
に
は
思
想
史
的
な
意
味
が
あ
る
も
の
の
、
現
代
の
我
々
が
そ
う
い
っ
た
觀
點
を
踏
襲
し
て
蘇
軾
た
ち
の

『
孟
子
』
觀
を
考
究
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
實
情
か
ら
乖
離
し
た
理
解
に
陷
っ
て
し
ま
う
危
險
を
孕
ん
で
い
る
。

一
體
一
個
の
思
想
家
が
過
去
の
思
想
家
の
言
説
に
接
し
た
時
、
過
去
の
人
閒
と
は
そ
も
そ
も
身
を
置
く
時
代
・
社
會
が
異
な
る
の
だ
か

ら
、
本
當
の
意
味
で
そ
の
主
張
を
全
面
的
に
承
認
で
き
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
必
ず
し
も
彼
ら
が
そ
れ
を
衝
突
と
自
覺
す
る
わ

け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
過
去
の
或
る
思
想
家
の
言
説
と
自
身
の
思
想
と
が
衝
突
し
た
際
、
彼
ら
が
取
り
得
る
反
應
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

一
つ
は
主
と
し
て
注
釋
と
い
う
形
で
そ
の
過
去
の
思
想
家
の
著
述
に
解
釋
を
付
け
加
え
、
言
説
を
修
正
し
て
自
身
の
思
想
と
同
化
さ
せ
る
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こ
と
で
あ
り

、
も
う
一
つ
は
直
接
に
過
去
の
思
想
家
の
言
説
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
態
度
は
表
面
上
全
く
異

(40)

な
る
が
、
實
は
一
面
に
於
い
て
は
本
質
的
に
等
し
い
。
そ
し
て
蘇
軾
ら
の
態
度
は
後
者
に
屬
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
態
度
を
念
頭

に
置
い
て
尊
孟
・
非
孟
と
い
う
思
想
史
上
の
區
分
を
考
え
た
時
、
特
定
の
對
象
を
「
尊
」
崇
す
る
こ
と
と
「
非
」
難
す
る
こ
と
と
は
常
に

截
然
と
區
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
三
蘇
の
『
孟
子
』
評
價
に
つ
い
て
、
個
々
の
思
想
的
衝
突
の
内
容
を
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

は
當
然
な
の
だ
が
、
單
純
に
異
説
の
有
無
に
基
づ
い
て
尊
孟
か
非
孟
か
を
論
ず
る
の
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
そ
の
實
態
は
よ
り
廣
い
視
野

か
ら
再
考
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）「
『
孟
子
』
昇
格
運
動
」
の
語
は
、
周
予
同
『
群
經
槪
論
』
に
基
づ
く
（
『
周
予
同
經
學
史
論
著
選
集
（
增
訂
本
）
』
、
上
海
人
民
出

版
社
、
一
九
九
六
年
、
二
八
九
―

二
九
〇
頁
）。
ま
た
、
福
谷
彬
『
南
宋
道
學
の
展
開
』
第
一
章
第
二
節
・
宋
代
に
お
け
る
孔
孟
一

致
論
（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
九
年
、
六
〇
―

六
一
頁
）
參
照
。
な
お
、
北
宋
當
時
、『
孟
子
』
が
經
書
と
し
て
の
地
位

を
確
定
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、『
孟
子
』
に
關
す
る
場
合
で
も
あ
っ
て
も
「
經
説
」「
解
經
」
等
の
語

を
用
い
る
。

（
２
）『
尊
孟
辨
』『
尊
孟
續
辨
』
は
當
時
の
『
孟
子
』
へ
の
反
對
思
想
を
ま
と
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
現
在
散
逸
し
た
蘇
軾
『
論
語
説
』

や
鄭
厚
『
藝
圃
折
衷
』
を
部
分
的
に
存
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
李
覯
「
常
語
」
に
つ
い
て
も
『
孟
子
』

批
判
に
涉
る
部
分
は
現
行
本
『
直
講
李
先
生
文
集
』
で
は
ほ
ぼ
刪
去
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
尊
孟
辨
』
に
據
っ
て
そ
の
非
孟
思
想
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を
復
原
し
得
る
。

（
３
）
近
藤
正
則
「
孟
子
性
善
説
を
め
ぐ
る
北
宋
諸
儒
の
議
論
に
つ
い
て
―
―
李
覯
・
司
馬
光
・
蘇
軾
及
び
王
安
石
の
場
合
を
中
心
と
し

て
―
―
」（
『
學
藝
國
語
國
文
學
』、
十
八
號
、
一
九
八
三
年
）

（
４
）『
嘉
祐
集
』
卷
十
一
・
上
歐
陽
内
翰
第
一
書

（
５
）『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
卷
一
百
九
十
五
・
嘉
祐
六
年
十
月
壬
午
條
下
に
「
詔
太
常
禮
院
修
謚
法
」
と
あ
る
も
の
で
あ
り
、
官
撰
の

書
物
で
あ
る
が
、
歐
陽
脩
に
よ
る
墓
誌
銘
に
、
蘇
洵
が
『
太
常
因
革
禮
』
の
編
纂
に
擕
っ
た
こ
と
と
は
別
に
、「
有
文
集
二
十
卷
、

謚
法
三
卷
」（
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
卷
三
十
四
・
故
霸
州
文
安
縣
主
簿
蘇
君
墓
誌
銘
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
實
態
は
蘇
洵

個
人
の
著
作
に
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
淸
内
府
藏
本
に
基
づ
く
四
庫
全
書
本
も
「
宋
蘇
洵
撰
」
と
す
る
。

（
６
）『
逸
周
書
』
謚
法
解
「
維
周
公
旦
、
太
公
望
開
嗣
王
業
，
攻
于
牧
野
之
中
，
終
葬
，
乃
制
謚
敍
法
（
維
れ
周
公
旦
、
太
公
望
王
業

を
開
嗣
し
、
牧
野
の
中
に
攻
め
、
終
り
て
葬
り
、
乃
ち
謚
を
制
し
て
法
を
敍
ぶ)

」、
ま
た
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
「
制
曰

：

朕

聞
，
太
古
有
號
毋
謚
，
中
古
有
號
，
死
而
以
行
爲
謚
。
如
此
則
子
議
父
，
臣
議
君
也
，
甚
無
謂
，
朕
弗
取
焉
。
自
今
已
來
，
除
謚

法
（
制
し
て
曰
く
、
朕
聞
く
な
ら
く
、
太
古
は
號
有
り
て
謚
毋
し
、
中
古
は
號
有
り
、
死
し
て
行
を
以
て
謚
と
爲
す
、
と
。
此
く

の
如
く
ん
ば
則
ち
子
父
を
議
し
、
臣
君
を
議
す
る
な
り
、
甚
だ
謂
ひ
無
し
、
朕
取
ら
ず
。
今
自
り
し
て
已
來
、
謚
法
を
除
か
ん
、

と
）」
の
裴
駰
集
解
に
、「
謚
法
，
周
公
所
作
（
謚
法
、
周
公
の
作
る
所
）」
と
あ
る
。

（
７
）『
聞
見
後
錄
』
卷
十
一
、『
尊
孟
續
辨
』
卷
下

（
８
）『
東
坡
集
』
卷
二
十
一
、『
經
進
東
坡
文
集
事
略
』
卷
九

（
９
）
葉
夢
得
『
石
林
燕
語
』
卷
八
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（

）
所
謂
『
蘇
批
孟
子
』
は
『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
三
十
七
・
經
部
三
十
七
・
四
書
類
存
目
や
周
中
孚
『
鄭
堂
讀
書
記
』
卷
十
二
・
經

10

部
七
之
上
・
四
書
類
一
の
説
に
見
え
る
よ
う
に
一
般
に
僞
書
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
蘇
洵
に
假
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
蘇
軾
の

文
章
を
『
孟
子
』
と
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
北
宋
以
來
の
評
價
と
無
關
係
で
は
な
か
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
嘉
靖
元
年
の
朱
得
之
に

よ
る
序
文
に
は
、
「
老
泉
絶
世
俗
，
退
居
山
野
，
肆
力
於
文
章
者
數
年
，
而
後
得
其
所
謂
規
矩
方
圓
之
跡
，
而
評
點
以
表
識
之
。

豈
非
達
觀
先
覺
之
所
在
，
而
學
文
者
所
當
親
乎
。
此
子
瞻
必
賴
是
而
悟
文
機
也
（
老
泉
世
俗
を
絶
ち
、
山
野
に
退
居
し
て
力
を
文

章
に
肆
く
す
こ
と
數
年
、
而
る
後
其
の
所
謂
規
矩
方
圓
の
跡
を
得
、
評
點
し
て
以
て
之
れ
を
表
識
す
。
豈
に
達
觀
先
覺
の
在
る
所

つ

し

に
し
て
文
を
學
ぶ
者
の
當
に
親
し
む
べ
き
所
に
非
ず
や
。
此
れ
子
瞻
必
ず
や
是
れ
に
賴
り
て
文
機
を
悟
る
な
り
）」
と
あ
る
。

（

）『
東
坡
應
詔
集
』
卷
一
・
策
略
第
四

11
（

）『
東
坡
集
』
卷
二
十
四
・
居
士
集
敍

12
（

）
實
は
こ
こ
で
蘇
軾
が
孟
子
の
功
績
は
禹
に
も
劣
ら
な
い
、
と
す
る
こ
と
は
韓
愈
の
見
解
を
踏
ま
え
て
い
る
。『
昌
黎
先
生
文
集
』

13

卷
十
八
・
與
孟
尚
書
書
「
孟
子
雖
賢
聖
，
不
得
位
，
空
言
無
施
，
雖
切
何
補
。
然
賴
其
言
而
今
學
者
尚
知
宗
孔
氏
，
崇
仁
義
，
貴

王
賤
霸
而
已
。
…
…
然
向
無
孟
氏
，
則
皆
服
左
袵
而
言
侏
離
矣
。
故
愈
嘗
推
尊
孟
氏
以
爲
功
不
在
禹
下
者
，
爲
此
也
（
孟
子
賢
聖

な
り
と
雖
も
、
位
を
得
ず
、
空
言
施
す
無
し
、
切
な
り
と
雖
も
何
を
か
補
は
ん
や
。
然
れ
ど
も
其
の
言
に
賴
り
て
今
の
學
ぶ
者
尚

ほ
孔
氏
を
宗
と
し
、
仁
義
を
崇
び
、
王
を
貴
び
て
霸
を
賤
し
む
を
知
る
の
み
。
…
…
然
れ
ど
も
向
し
孟
氏
無
か
り
せ
ば
、
則
ち
皆

も

服
は
左
袵
し
て
言
は
侏
離
せ
り
。
故
に
愈
の
嘗
に
孟
氏
を
推
尊
し
て
以
て
功
禹
の
下
に
在
ら
ず
と
爲
す
は
、
此
れ
が
爲
な
り
）」

つ
ね

な
お
、
蘇
軾
よ
り
や
や
遲
い
例
で
は
あ
る
が
、
李
季
可
『
松
窗
百
説
』
自
負
に
は
、
孟
子
の
語
を
取
り
上
げ
て
、
「
孟
子
曰

：

如

欲
平
治
天
下
，
當
今
之
世
，
捨
我
其
誰
，
又
以
承
三
聖
者
，
盡
爲
不
知
者
言
也
。
…
…
故
曰

：

士
之
自
負
，
殆
是
不
幸
（
孟
子
曰
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く
、
如
し
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
當
今
の
世
、
我
れ
を
捨
て
て
其
れ
誰
ぞ
、
と
、
又
た
以
て
三
聖
を
承
く
る
は
、
盡
く

も

知
ら
ざ
る
者
の
言
爲
る
な
り
。
…
…
故
に
曰
く
、
士
の
自
負
す
る
こ
と
、
殆
ど
是
れ
不
幸
な
り
、
と
）」
と
述
べ
る
。

（

）
た
だ
し
、
武
王
聖
人
論
に
つ
い
て
は
蘇
軾
が
晚
年
に
な
り
初
め
て
有
す
る
に
至
っ
た
見
解
で
あ
る
こ
と
を
近
藤
氏
が
明
ら
か
に
し

14

て
い
る
。
同
氏
『
程
伊
川
の
『
孟
子
』
の
受
容
と
衍
義
』
附
錄
一
・
蘇
軾
の<

武
王
非
聖
人>

論
の
性
格
―
―
「
禮
」
の
重
視
と
「
權
」

の
否
定
に
見
る
經
學
思
想
の
一
斑
―
―
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
、
一
六
三
―

一
八
六
頁
）
參
照
。

（

）
土
田
健
次
郞
『
道
學
の
形
成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
六
六
―

三
六
七
頁
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
蘇
轍
も
性
に
つ
い
て
は
蘇

15

軾
と
類
似
す
る
觀
點
を
も
つ
が
、
『
孟
子
』
の
性
論
を
踏
ま
え
て
獨
自
の
説
を
展
開
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
拙
稿
「
蘇
軾
兄
弟
に

よ
る
「
思
無
邪
」
解
釋
の
特
徵
と
そ
の
背
景
」（
東
英
壽
編
著
『
唐
宋
八
大
家
の
諸
相
』（
花
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
所
收
）
參
照
。

（

）
陶
宗
儀
『
説
郛
』
卷
九
所
引
『
迂
書
』

16
（

）『
尊
孟
辨
』
卷
下
所
引
『
藝
圃
折
衷
』

17
（

）
こ
の
書
簡
の
年
代
に
つ
い
て
蘇
轍
の
著
作
に
は
直
接
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
が
、
嘉
祐
五
年
と
す
る
孔
凡
禮
氏
の
考
證
が
正
確
で

18

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
氏
『
蘇
轍
年
譜
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
三
二
―

三
三
頁
）
に
詳
し
い
。

（

）『
欒
城
集
』
卷
二
十
二

19
（

）『
欒
城
後
集
』
卷
六
・
孟
子
解
・
第
六
章

20
（

）
孔
孟
一
致
論
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
歷
史
的
經
緯
及
び
宋
代
で
の
狀
況
に
つ
い
て
は
、
福
谷
氏
前
揭
書
第
一
章
・
孔
孟
一
致
論
の

21

展
開
と
朱
子
の
位
置
―
―
性
論
を
中
心
と
し
て
（
四
三
―

七
八
頁
）
に
詳
し
い
。

（

）
孔
氏
前
揭
書
三
四
―

三
五
頁

22
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（

）『
欒
城
應
詔
集
』
卷
十
一

23
（

）
こ
の
出
題
が
『
論
語
集
解
』
に
基
づ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
兪
文
豹
『
吹
劍
錄
外
集
』
に
、
本
來
直
言
の
士
を
求
め
る
た
め
の
も
の

24

だ
っ
た
制
科
が
僻
典
を
出
題
し
て
物
知
り
を
競
う
形
に
墮
落
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
、「
東
坡
形
勢
不
如
德
論
，
不
知
出
處
，
禮

義
信
足
以
成
德
論
，
知
子
由
記
不
得
，
乃
厲
聲
索
硯
水
曰

：
小
人
哉
，
子
由
。
始
悟
出
樊
遲
學
稼
注
（
東
坡
形
勢
德
に
如
か
ざ
る

の
論
、
出
處
を
知
ら
ず
、
禮
義
信
以
て
德
を
成
す
足
る
の
論
、
子
由
記
し
得
ざ
る
を
知
る
や
、
乃
ち
聲
を
厲
し
く
し
て
硯
水
を
索

は
げ

も
と

め
て
曰
く
、
小
人
な
る
か
な
、
子
由
、
と
。
始
め
て
樊
遲
稼
を
學
ぶ
の
注
に
出
づ
る
を
悟
る
）」
と
あ
る
。
話
が
出
來
す
ぎ
て
い

て
眞
僞
は
疑
わ
し
い
が
、
と
ま
れ
當
時
の
制
科
の
雰
圍
氣
は
窺
見
で
き
よ
う
。

（

）
孔
氏
前
揭
書
六
二
七
―

六
二
八
頁

25
（

）『
欒
城
第
三
集
』
卷
十

26
（

）『
潁
濱
先
生
道
德
經
解
』
卷
二
（
正
統
道
藏
本
卷
三
）

27
（

）
直
接
的
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
孔
子
の
意
圖
を
孟
子
の
言
葉
に
よ
り
説
明
す
る
こ
と
と
「
先
君
の
遺
意
」
と
が
結
び
付
け

28

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
藏
書
室
記
」
に
示
さ
れ
て
い
る
孔
孟
觀
は
蘇
洵
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。

（

）
こ
の
策
問
に
つ
い
て
は
南
宋
・
孫
汝
聽
『
三
蘇
年
表
』、
孔
氏
『
年
譜
』
共
に
言
及
が
見
ら
れ
な
い
が
、『
欒
城
第
三
集
』
卷
六
に

29

收
め
ら
れ
る
一
連
の
策
問
は
明
ら
か
に
王
安
石
を
意
識
し
て
い
る
。
第
一
問
に
王
安
石
の
熙
寧
六
年
の
貨
幣
增
鑄
以
降
の
錢
餘
り

・
物
價
高
騰
を
述
べ
（
井
上
正
夫
「
宋
代
の
國
際
通
貨
―
王
安
石
の
通
貨
政
策
を
中
心
に
―
」（
『
經
濟
論
叢
』
第
一
五
一
卷
、
第

一
・
二
・
三
號
、
一
九
九
三
年
）
參
照
）、
そ
う
な
っ
て
か
ら
十
年
だ
、
と
す
る
。
熙
寧
六
年
か
ら
元
祐
三
年
ま
で
は
十
五
年
で
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あ
る
が
、
槪
數
を
擧
げ
た
も
の
と
し
て
、
元
祐
三
年
に
蘇
轍
が
孫
覺
・
彭
汝
礪
・
張
繢
と
共
に
賢
良
方
正
能
直
言
極
諫
科
の
試
驗

を
司
っ
た
際
出
題
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（

）『
欒
城
第
三
集
』
卷
六
・
策
問
十
七
首
・
其
六
。
下
引
は
同
其
八
。

30
（

）『
昌
黎
先
生
文
集
』
卷
一
・
閔
己
賦
「
昔
顏
氏
之
庶
幾
兮
，
在
隱
約
而
平
寬
。
固
哲
人
之
細
事
兮
，
夫
子
乃
嗟
歎
其
賢
（
昔
顏
氏

31

の
庶
幾
き
や
、
隱
約
に
在
り
て
平
寬
。
固
よ
り
哲
人
の
細
事
た
る
も
、
夫
子
は
乃
ち
其
の
賢
に
嗟
歎
す
）」

ち

か

（

）
子
路
の
言
葉
は
『
論
語
』
先
進
篇
に
見
え
、
蘇
轍
の
い
う
孔
子
の
評
價
は
同
公
冶
長
篇
に
見
え
る
「
由
也
千
乘
之
國
可
使
治
其
賦

32

也
，
不
知
其
仁
也
（
由
や
千
乘
の
國
其
の
賦
を
治
め
し
む
可
き
な
り
、
其
の
仁
な
る
や
を
知
ら
ざ
る
な
り
）」
と
い
う
言
葉
を
指

す
。
孟
子
が
子
路
を
管
仲
よ
り
優
れ
て
い
る
と
し
た
こ
と
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
見
え
る
。

（

）
孔
氏
前
揭
書
二
七
五
―

二
七
六
・
五
四
五
頁

33
（

）『
古
史
』
卷
二
十
六

34
（

）『
孟
子
』
萬
章
下
「
孟
子
曰

：
伯
夷
，
聖
之
淸
者
也
；
伊
尹
，
聖
之
任
者
也
；
柳
下
惠
，
聖
之
和
者
也
；
孔
子
，
聖
之
時
者
也
。

35

孔
子
之
謂
集
大
成
（
孟
子
曰
く
、
伯
夷
は
聖
の
淸
な
る
者
な
り
、
伊
尹
は
聖
の
任
な
る
者
な
り
、
柳
下
惠
は
聖
の
和
な
る
者
な
り
、

孔
子
は
聖
の
時
な
る
者
な
り
。
孔
子
を
之
れ
集
大
成
と
謂
ふ
）」

（

）『
龜
山
先
生
語
錄
』
卷
一
、『
斐
然
集
』
卷
二
十
九
・
零
陵
郡
學
策
問
・
其
八

36
（

）
陳
善
『
捫
蝨
新
話
』
上
集
卷
四
・
論
孟
子
序
三
聖

37
（

）
蘇
轍
に
よ
る
孔
孟
不
一
致
の
主
張
は
い
ず
れ
も
新
法
と
の
爭
い
に
關
わ
る
時
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
王
安
石
の
主
張
に
對

38

す
る
批
判
も
交
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
そ
の
背
景
に
は
經
書
解
釋
に
關
す
る
蘇
轍
の
學
術
的
信
念
の
み
な
ら
ず
、
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政
治
的
立
場
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（

）『
九
經
發
題
』
孟
子
發
題

39
（

）
た
だ
し
、
過
去
の
思
想
家
の
言
説
を
著
述
へ
の
注
釋
と
い
う
形
で
修
正
す
る
營
爲
に
於
い
て
は
、
同
時
に
注
釋
者
自
身
の
思
想
も

40

過
去
の
思
想
家
か
ら
影
響
さ
れ
變
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
注
釋
者
か
ら
過
去
の
著
述
へ
の
一
方
的
な
修
正
で
は
な
い
こ

と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。


